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用行義塾の場所と建物について




袋井市教育委員会が平成6年 11 月 30 日に設置した『袋
井近代教育発祥之地/用行義塾j の説明板が、図 1 の大
の場所にある。次頁の写其 1 、 2 は、それを筆者が搬影 (20 14















2016 年 2 月 22 日 受理
.総合情報学部人間情報デザイン学科
るのか理由を知りたいと尋ねた。 すると早くも 7 月 9 日
に、教育委員会からの回答として l 枚の文書と 、 参考資
料のコピーを幾っか頂いた。これらの文書と資料は電子
メールに添付された電子媒体で送られてきた。文書の方























































































本 2081........2097 番地付近j に相当することが分かるので、
文献 1 にある 200 番台の地番は存在しない、と教育委員
会は結論付けている。
筆者も袋井図書館で文献 l の書籍を確認した。 9 頁の
年表の冒頭に f明治 5 7 25 私立用行義塾創設(山名
郡国本村久津部字新屋二O八ノー)J と確かに舎かれてい
る。 教育委員会の文章にある通り、 r208- 1 J である。
著者の川見氏が、何を根拠にこの文を書いたのかを知
りたいのであるが、年表の直前に「袋井東小学校の前身、




したものは 「沿革」または 「沿革史J が記された資料と、
年表であることが分かる。 「沿革史J に該当する資料は袋

























........2097 番地付近で、 ) 1 1見氏の記録にある 200 番台の
地番ではありません。また、『我が郷土~ (1932年 久









ている文献は 2 つある。 l つ(以下「文献 lJ と称する)
は川見駒太郎『思い出の割 目小学校~ (1973 年、 袋井東
小学校創立百年記念事業委員会(2))で、いま I つ(以下f文





以下、文献 し 2 の内容と教育委員会の説明について検
討する。
文献 l には、用行義塾の場所が 「久津部新屋 208-1 J
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た。 足立隆二氏の家は f国本 2087-1J であるから、その





者による略記の形で示すと図 2 のようになる。 破線部分
の土地の大きさは「推定J である、ということである。






































新屋 2080-1" である。 2 つは酷似している。
文献 1 の著者である川見氏は、『沿箪誌』または年表を
見ながら地番の記述をしたことを文中に記しているが、






いずれにしても、 r208-1 J と r2080-1J は別の物であ







ということだが、では、普の 「久津都新屋 2080J は今の
















































第 2 に、その校舎は「旧民家J であったという説と、
f新築j で、あったという説の 2 つが存在していることが
分かった。
用行義塾は明治 6 年に久津部学校に生まれ変わってい
る。 この久津部学校の校舎について『袋井市史 ・ 通史編』
(以下『市史.ß)が、『文部省第三年報』の記録を根拠と
して、明治 8 年の同校校舎は 「旧民家j であったと記述
している ω。久津部学校は用行義塾の校舎を引き継いだ


















省年報. 第 3 (明治 8 年)第 2 附.ß (10)のこ とである。そ
こに f明治八年府県公立小学校一覧表J がある。 209 頁
に久津部学校の情報が縦 1 行で表中に記されている。そ
の中の、校舎が新築か旧家かを示す欄に f旧民家J と あ
る。 『市史』はこれを根拠にしたことが分かる。 確かに、
そのように記録されているのは事実である。
ところが、翌年の『日本帝国文部省年報. 第 4 (明治 9
年)第 1 fl Uに収録されている 「文部省第四年報附録第
二/明治九年府県公立小学校一覧表J (11) にある久津部学













ある。従って、 明治 8........9 年頃に校舎が新築されることは
あり得ない。ここから、文部省記録にある旧民家(明治







ある。 明治 5 年に用行義塾が設置された時に「新築j さ
れた校舎が、明治 14 年まで継続使用されていた事実があ
る以上、 r I自民家j が校舎であったことは一度もないはず
である。従って、 f新築J が正しい答えということになる。
それではなぜ、 rl日民家J と初めに届けたのであろうか。






(3-3) 教室は 1 つ
以下は、用行義塾の建物それ自体がどのような構造に
なっていたのかに関する考察である。




















表 1 r上下J の記入がある塾生の一覧
名前 10月 5 日 11 月 5 日 11 月 10 日 年齢
源三郎 上 掃除・上 上 14 議
留一自E 下 17 歳
仙二郎 掃除・下 上
栄三郎 上
駒吉 上 掃除・上 下
紋二郎 下 13 歳
うた 上、掃除 ・上 11 議
字平 上
庄二郎 上 14 歳
瀬平 掃除・下 下 11 歳
勝次郎 掃除・上 10 歳
常平 掃除・下 下









で判明した。『日本帝国文部省年報. 第 5 (明治 10 年)
第 2 冊』にある 「文部省第五年報附録第二/明治十年府
県公立小学校一覧表J の 222 頁に、久津部学校の教場が
1 つであると明記されている(13)。用行義塾の建物は久津











るが、その中に 「上j と 「下j と記されたものがある。
それだけを抜き出してまとめたものが表 l である (14)0 r上
下j と共に f締除j の文字が記されている時もある。こ







ら明らかなように、 17 歳の普一郎が『下j に区分され、
10 歳の勝次郎が『上J に区分されているので矛盾聞する。
また、閉じ人物が「上j に区分される時もあれば、『下J




塾には別に「天J r地J r人J の区分が存在していた (15)
ことを挙げれば、それが妥当でないと指摘できる。「天J
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ので、ここでは仮説としておくが、 十分にあり得ること
ではなかろうか。後述する通り、用行義塾には、普通の






























明治 14 年の新校舎は、一部 2 階建ての建物 1 棟と










なお、図 3 の右隅には教員寮が見えるが、明治 14
年の新築で教員住宅が初めて作られ、それより以前
には教員住宅はなかったことが『沿革誌 第二編~r第
七主主J r第一節J (情報ぬ2-7) に記されているので(21)、
用行義塾時代には教員用住宅はなかったことが分かる。
ちなみに、 その後の校舎についても 『袋井東小学校の
あゆみ』から分かる範囲で示すと 、 明治 34 ・ 35 圭手頃の舌lJ
闘 小学校の平面図(図 4) と 、 明治 45 年から大正 2 年に
かけて増築工事がなされた後の平面図(図 5)がある (22)。
明治 45 年からの増築で大きくなった校舎の大きさは、
間口 42 問、奥行 4問(木造瓦葺平屋)と記されている (23)。
①間口の比較
以上の情報から、間口の数値が幾っか判明しているの
で、 まず、その比較をしておきたい。明治 34 年頃の建物
は間口の数値は不明なので、 ここでの比較からは外す。
判明している間口の数値は図6の下部にまとめて記した。
明治 14 年時は 2 棟であるから、仮にこれを横に並べると
間口は合計で 30 聞になる。この 30 聞と、大正 2 年完成
時の 42 聞を比べると 1. 4倍になっていることが分かる。
ちなみに現在の袋井東小学校の校舎は、 図 6 に示す通り
で、地図上での簡易測定ではあるが、体育館を除く校舎
本体部分を計ると、間口に相当する横幅が 107 . 8m、奥
吟ん































照)。その問に位置する明治 34 ・ 35 年頃の
校舎(図 4) も、明治 22 年以降のそれと閉
じはずである。よって明治 24年の 105坪は、
この校舎の大きさを示していることになる。


























現在の校舎は大正 2 年の校舎よりも更に約1. 4 倍の大き
さになっていることが分かる。明治 14 年の校舎と、大正
2 年時の差はやはり 1. 4 倍であるから、現在の校舎は、





















































可1しi 体育館 | 
d....._ ... 11~ (A) 
司司司 ... 司司..-- ... 、日ゾ
. (C)現在の校舎 : 59.3 問[けん〕
(B) 明治 45......大正 2 年僧築 : 42 問
(A)明治 14年移転新築 : 2 線分で 30 間
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表2 判明している校舎の坪数比較
典拠
明治5年 敷地の大 63 僻 小架による地図
用行義 きさ 上での簡易推
塾殺立 定値







坪 X 2 棟=13 坪あり
明治 24 敷地か建 坪数 105 坪 『静岡県史資
年の資 坪か記載 料編 17~
料から はない
明治 34 教室の大 20坪 X4部屋+ 12坪 X2 『袋井東小学校




明治 14 年の図 3 から伺えるように、この学校には特徴










年 7 月 23 日)ところ、この訓白の庭は昭和 62 年 5 月 11
日に、それまであった鉄筋校舎の跡地にできたもので、
その時のデザイン図は残っているが、それが昔のものか、














ところで、大lE 2 年竣工の校舎は回 5 の平面図から、
教室が 7 っとその他の部屋で構成されていたことがわか
る。明治 14 年新築の 2 棟を横に並べても、大正 2 年のも
のと比べて一回り小さいので、仮に教室 1 つ分の大きさ
がほぼ同じと仮定すると、明治 14 年の校舎では 2 樟分を
合わせても教室数は多くても 5"'6室であったと思われる。
すると 、 国 4 の明治 34 ・ 35 年頃の学校の図面に近いも






















































































中屋敷の長屋の l 軒であった。 2 階建てで l 階に 6 畳 1
聞と台所等があり、 2 階が 1 5 畳ほどあった(2針。 1 階の 6
畳間に畳が 3 枚のみ敷かれ、うち 2 枚を福沢が使い、残
り l 枚を住み込みの警生のような立場だった足立寛(用
行義塾発起人の I 人足立貫ーの実弟)が使っていた。 2
階の広聞には塾生がいて、意味の分からない横文字に遭
遇した諭吉が 2 階に駆け上がって塾生に聞きに行く光景
が見られたという (29)。このように非常に小さな 2 階建て
の学校が、初期の福沢の学校であった。まるで適塾のミ
ニチュア版のように思える。






の塾生 49 人である (30)。あわせても 57 人である。そのう






ていた場合でも、その最大は明治 5 年 7 月 26 日午後 6
時に 19 人の塾生(日向謹作は塾生から外して数えた)が
来たと記録§れている時である (32)。その 19 人の年齢は








も 6 畳 1 聞でそれを行うのは不可能である。用行義塾の























































表 3 明治 14 年以前の生徒数
文総省年報の年版 学校名 生徒数
明治 7 年 久津部 男 303、女 142
明治 8 年 久津部学校 男 138、女 49
明治 9 年 久主幹部学校 男 127、女 35
明治 10 年 久津部学校 男 112、女 9
戸倉新資料①より 公立小学舌IJ 目 学齢 353 (男 180、女 173)
明治 13年 会 生徒 171 (男 133、女 28 ) 
















たら l 階部分の建坪は 38 坪になる。 38 坪分がすべて I







ても、子ども 50 人程度が限界であろう 。 用行義塾の時代
なら、これだけの広さがあれば、塾生数から見て十分す
ぎる大きさと言える。 だが、明治 8 年以降の久津部学校













































頁のコピーで、 3 枚目は『思い出の!tl 目小学校』の該当n
のコピーであった。 3 枚目の資料には住所番地の所に手書



















資料 f沿2廃絶j について{その 1 ) J、同『用行義塾用行豊島




る。表鑓と略称の記載方法に関 しては、上記の拙稿 r (そ
の 1) J を参照のこと。
(4) この資料は、手書きの謄写版印刷物(それが原版)の
コピーを袋綴じにした冊子で、袋弁図書館には同一官官求記






広げた時の 1 枚を数える単位である。 冊子にした特に 35
頁にあたるその部分は、原版のT数でいうと『一五J に相
当していた。また、この資料には奥付がどこにもなく、教
育委員会の文宣言がなぜこれを r1932 ~手J と 記したのかは続
明がないので不明だが、恐らく、袋弁図書館の重量録データ
に資料のタイトルとして「我が郷土(昭和 7 年)J と記さ




がある.ここから、 この資料が書かれた時期を明治 6 年=
1931 年であると推定することができる。 筆者が特定できた
当該資料に時期に関する情報はこれだけである。なぜ図






(5) 前掲拙稿 f舟行義塾に関する未公刊資料「沿革誌J に
ついて(その 2) J にある情報No.2-2 を診照のこと。
(6) 拙稿「用行義艶と戸倉新資料のこと J (Ií静岡理工科大
学紀要』 第 23 巻、 2015 年 6 月 1 (l、所収)を参照のこと。
(7) 戸蔵新資料①に「現在ノ校舎ハ先ニ九名ノ発起ニテ新
設セシ辛苦ヲ周イ引絞現在来用スJ とある。 f現在ノ校舎j
とは明治 12年以来の f公立小学苦"目会j の校舎のことで、






について{その 2) J を参照のこと)。
(8) 袋井市史綴纂委員会編『袋井市史 通史編J (以下の注
記でも『市史』と略す) (昭和 58 年 11 月 3 目、袋井市役




頁)。 例えば、久野学校(明治 6 益事 3 月設)は可隆司野境内
にあったし、~刈義校(明治 6 年 8 月叡)は玄泉Jilを、松
本学校(明治 6 年 10 月)は西楽寺の松本坊を、友永学校(明
治 6 年 11 月段)は積雲院本堂を、深見学校(明治 6 年 11









担 (7 月から 10 月までの約 3 ヶ月間)によって校舎を新銀
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している(同 1043 頁以下)ので、その時の費用が 28 円余
だったのであろうか。 28 円余の記述をしている市史の郵分
は、明治 6 年設立時の校舎のことか、明治 9 年の校舎のこ
とかを明らかにしていないので不明である。









年報』と、『日本帝国文部省年報. 第 3 (明治 8 年)第 2 flIt~ 
は向ーの資料であることを断っておく。この資料には明治







文部省年報. 第 4 (明治 9 年)第 1 flItJ に含まれる「文部
省第四年報 明治九年第二冊J と記された部分にこの一
覧表がある。
(12) 前掲拙稿 『用行義塾に関する未公有j資料 f沿革誌J に
ついて(その 2) J を参照のこと。なお 「…ナカ日ガj の f !J J 
に fママ J と付したのは「原文のままJ の意。本来ならば
f リ j と fjJ J の悶に『シJ があるのが日本語としては普
通だが、『シj が欠けている。
(13) Ií日本帝国文部省年報. 第 5 (明治 10 年)第 2 冊J (国
会図書館近代デジタルライブラり一歳)所収の「文部省第
五年報附録第二/明治十年府県公立小学校一覧表J の 222
頁に 、 久津部学校の f教場J は「一J と記されている。
(14) 拙稿 f舟行議事長の基礎的研究資料(その 2)J (Ií静岡
理工科大学紀要』第 23 巻、 2015 伴、所収)にある表 2 ・
表 3、及び拙稿「用行義塾の基礎的研究資料(その 3)J (同)
にある表 4 の中に『上J f下J の情報が出てくる。年齢に
ついても同じ。
なお、上の表 4 で、 10 月 5 日の f喜太郎j に「下J を付
すのを筆者は失念していた。拙稿 f用行義塾の基礎的研究








(15) 上掲拙干潟 f用行義塾の基礎的研究資料(その 2) J 掲
殺の表 3、向『用行義整の基礎的研究資料(その 3) J 掲載
の表 4 に『天J f地J f人J の記号がついた塾生の情報があ
る。
(16) 前掲『市史 ・ 史料編.ß 325 頁等を著書熊のこと。
( 17) 前掲拙稿「用行義軍基に関する未公有j資料 f沿革誌J に
ついて(その 2) J の f (4-2) 用行義塾の場所と建物につい
てj を参照のこと。
(18) 前掲拙稿「用行義整に関する未公刊資料「沿革誌j に
ついて(その 2) J の情報No.2-1 を参照のこと。但し、そ
こでは冒頭のみを記して{也は全て省略しているので、大き
さに関する全文を本稿に記した。
(19) 前掲捌稿 f用行義墜に関する未公有j資料『沿革誌J に
ついて〈その 2) J の f(4-3) 用行義塾のその他の情報J r③ 
教員住宅J の項を参照のこと。
(20) Ií袋井東小学校のあゆみJ (袋井東地区文教施設後援会、
昭和 62 年 3 月 31 目。袋井東小学校所蔵のものを利用) 13 
頁。以下、絡すときは『あゆみ』 とする。
(21) 前掲郷稿 f用行義登に関する未公刊資料『沿革誌J に
ついて(その 2) J を参照。
(22) 前掲『あゆみJ 23 頁、 20 頁。
(23) 向上、 20 頁。
(24) Ií静岡県史 資料編 17 近現代二.ß (平成 2 年 3 月 21
日、編集発行 ・ 静岡県)所収の f明治廿四年徴発物件一覧
表上 国立公文香館文庫所蔵j の 1021 頁に f遠州園山
名郡j のデータがあり、そこに記載されている。
(25) 前掲『あゆみJ4頁に、 f2 &手前公会堂が焼失して しまっ
たので現在は空地になっているJ とある。この資料が昭和
62 年に発行されているので、焼失は昭和 60 年ということ
がわかる。
(26) 前掲制稿 f用行義塾の基礎的研究資料(その 2) J 収
録の表 2 で、特別な幾生に区分した 7 名がこれに当たる。
月俸米の納入状況等も表 2 から分かる。
(27) 適塾記念会 ・ 編集発行『緒方洪庵と適塾.ß (1980 年 5
月 20 日初版、 1993 年 6 月 20 日改釘版発行) 65 頁に f6
径の教室が 2 筒J とある。
(28) Ií俊態義塾史事典.ß (2008 年 11 月 8 日、箆応義塾史事
典編集委員会編、慶応義塾発行) 4 頁。







~士の直話.ß (昭和 9年 10 月 25 日発行、 岩波書店) 151 頁
以下に収められている。なお、この足立寛が、用行義塾の
発起人の 1 人 ・ 足立~ーの芸品であることを筆者は 2015 年 3
月に知り 、 衝繋を受けた。足立兄弟のことは別の機会に述
べる予定である。
(30) 前掲拙務『用行幾重きの基礎的研究資料(その 2) J、同
r.m行義塾の基礎的研究資料(その 3) J に掲載の表 2~4
を参照のこと。
(31) 向上 f舟行義撃の基礎的研究資料(その 3)J に掲載の
表 5 及び図 1 を参照。 10 月 4 日と 5 日の 28 人が最大値で
ある。
(32) 向上「用行義塾の基礎的研究資料(その 3) J に掲載の
表 6 を参照。
(33) 注 (30) で示した表 2~4 で 7 月 26 日を見ると 、 年齢
付の名前を確認できるので分かりやすい。それによると、
この時の最年少は 8 歳の「いつJ と 「八十吉J で、最年長
は 17 歳の『渡辺猪十J である。
(34) 拙稿 「用行義塾の基礎的研究資料(その1)J (Ií静岡
理工科大学紀要』第 22 巻、 2014 年、所収)に縄戦の表 1
を参照のこと。
(35) 衰の典拠資料は以下の通り。明治 7 年のデータ は『日
本帝国文部省年報. 第 2(明治 7 年)JJ 所収の f文部省第二
年報統計表J 中の f府県公立小学校表J 176 頁。明治 8
年 ・ 9 年のデータは注 (10) 、 (11) に閉じ。 明治 10 年のデー
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[j皇記 1 ] 本稿でも度々引用している既刊拙稿 f用行義塾と戸
倉新資料のこと J (f静岡理工科大学紀要』第 23 巻、 2015 年 6
月 1 目、所収) ;をまとめるにあたり、大変にお世話になった戸倉
具一氏が 2015年 7 月 30 日に逝去された。同稿掲載誌の発行は、











(2016 年 2 月 18 日記)






の謝意も記録として残しておきたい。 (2016 年 2 月 18 日記)
